
                  札幌市教育委員会（小学校２年生 6 月 22 日～26 日分） 

がくしゅうかだい（２ねんせい） 

【こくご】けいかくをたててすこしずつとりくんでいきましょう。 

＜べんきょうすること＞ 

◆「かんさつ名人
めいじん

になろう」（きょうかしょ 52～57ページ）にとりくみます。 

 いきものやしょくぶつをかんさつして、さいごにきろくする文しょうを 

 書くべんきょうです。 
 

①いきものやしょくぶつから、かんさつしてみたいものをきめます。 

※いえの中や、いえのちかくにかんさつするものがないときは、 

本（ずかんなど）やしゃしんをつかってもいいです。 
 

②きょうかしょ 53ページを読み、かんさつするときの６つのポイント 

をたしかめます。 
 

③６つのポイントをかんがえながら、

かんさつしてみましょう。かんさつ

したことをメモしておきましょう。

（れい１） 
 

 ※ずかんやしゃしんをつかうとき

は、大きさや形、色など、見てわ

かることをメモしましょう。 
 

  ※（れい２）のように、ポイントを 

表にして書いてもいいです。 

    
 

  ※できたら、「～みたいだ。」「～のようだ。」ということばをつかってみ 

ましょう。（手のひらみたいだ。ほしのかたちのようだ。など） 
  

 ◆あたらしいかん字「店(59 ページ)」～「海(59 ページ)」まで、とりく

みます。 
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＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
・「大きさはどのくらいかな？」「色、形はどんな様子かな？」などと観察するものの様子や動

きを言葉にできるよう、声かけをしてあげてください。 
 

・次回の学習では書きためたメモから文章を作成していきます。ご家庭に付箋があるようで

したら、観察したことを一つずつ付箋にメモすると、文章を構成する際に順番を入れ替え

たりすることが可能になります。（例） 

 

 

 

 

（れい１） （れい２） 
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